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グリーンコープの家計相談支援の姿勢

①家計や借金に関する相談者の悩みに向き合い、寄り添

いながら、相談者自身が現状を理解し、将来に希望を

持って生活を再生できるように、ともに考える。

②将来をどのように見通すのか、家計管理のノウハウな

ど、相談者に合わせた家計管理の方法を指導し、生活

の安定を図る。

③家計という側面から相談者が気付いていない課題や相

談者の悩み、困りごとの原因にも相談者の気付きを促

し解決を支援する。

④借金があれば法律の専門家に同行相談し、他の生活課

題は対応する専門機関（自立相談支援事業など）につ

ないでサポートする。

⑤相談者に公共料金や税・保険料などの滞納があれば、

その支払い方を含め、家計相談を行う。

⑥相談者の生活資金が不足し、貸付が必要な場合は家計

診断を行い、必要最小限の貸付と返済方法などを相談

のうえ、貸付機関（自社含む）に斡旋する。

⑦家計や借金をめぐり相談者が孤立しないように、社会

的なネットワークを活用するとともに、家族や友人関

係の改善をも支援する。

⑧相談者の経済的自立が図れるように、必要な期間は家

計相談を継続し、生活再生を応援する。





相談・面談の内容の変化

電話・面談件数は年々上昇

相談者の高齢化

電話件数 面談件数
平成21年度 2,940 1,769
平成22年度 3,176 2,063
平成23年度 3,406 2,140
平成24年度 5,423 2,677

（人数）
平成24
年度

10代 0 1 2 2

20代 108 101 142 125

30代 332 304 375 425

40代 475 538 560 687

50代 476 535 481 610

60代 255 346 320 435

70代以上 85 178 184 251

不明 50 62 84 140

計 1,781 2,065 2,148 2,675

平成21
年度

平成22
年度

平成23
年度

相談者の年収減少傾向 

100～300 万増加 （人数）

～１００万円 356 416 450 371
１０１～２００ 430 556 619 748
２０１～３００ 268 337 342 475
３０１～４００ 126 102 96 140
４０１～５００ 33 59 47 48
５０１～６００ 26 16 13 21
６０１～７００ 4 5 3 8
７０１～８００ 1 5 1 2
８００～万円 1 7 7 11

計 1,245 1,503 1,578 1,824

平成24
年度

平成21
年度

平成22
年度

平成23
年度



債務の原因は生活費不足、 

税金・住宅・カーローン滞納が増加

債務額は小額化の傾向 

件数 割合 件数 割合 件数 割合 件数 割合

生活費 1004 32.6% 1132 33.3% 1132 34.4% 1406 36.9%

教育費 223 7.2% 234 6.9% 168 5.1% 262 6.9%

税金 36 1.2% 43 1.3% 70 2.1% 140 3.7%

冠婚葬祭・医療 114 3.7% 124 3.7% 124 3.8% 145 3.8%

住宅ローン 214 6.9% 221 6.5% 252 7.7% 287 7.5%

物品・カーローン 287 9.3% 292 8.6% 363 11.0% 390 10.2%

借金返済 565 18.3% 600 17.7% 478 14.5% 459 12.0%

事業資金 185 6.0% 239 7.0% 221 6.7% 228 6.0%

賠償・保証責務 71 2.3% 119 3.5% 99 3.0% 103 2.7%

娯楽 42 1.4% 49 1.4% 51 1.5% 57 1.5%

ギャンブル 95 3.1% 121 3.6% 86 2.6% 113 3.0%

飲食 43 1.4% 48 1.4% 57 1.7% 57 1.5%

悪徳商法 34 1.1% 23 0.7% 28 0.9% 22 0.6%

その他・不明 168 5.5% 151 4.4% 165 5.0% 146 3.8%

平成24年度平成21年度 平成22年度 平成23年度



貸付けの変化 

貸付希望が倍増 

貸付できない人も増

貸付金額は 

減少傾向

税金・家賃・公共料金他

の滞納は増加傾向 

平成21年度 平成22年度平成23年度 平成24年度
貸付希望件数 1,055 1,390 1,607 2,170
買付実行件数 258 359 514 428
平均貸付金額（万円） 58 57 57 52

（件数）
平成21
年度

平成22
年度

平成23
年度

平成24
年度

ある 800 992 1,126 1,469

ない 830 871 803 864

分からない 151 202 219 342

合計 1,781 2,065 2,148 2,675



偽装質屋被害の相談件数（ｸﾞﾘｰﾝｺｰﾌﾟふくおかの実績）

・６５歳以上７６％ 

・一人暮らし７６％

・年金支給額 

３０万以下７６％ 

２５万以下４３％

・貸付け２１件 

総額１１９．７万円 

平均５．７万円

貸付の使途は生活資金が増加

（件数） 平成２１年度 平成24年度
生活資金 100 227
返済資金 51 110
学費関連 53 112
税金・国保 66 74
車両・車検 40 84
住宅移転 25 39
住宅ローン 17 16
医療費 9 12
その他 12 31
合計 373 705



借金以外のお金の問題 
・税金の滞納 

・電気代、水道料金の滞納 

・市営（町営）住宅の家賃滞納 

・保育料の滞納 

・校納金の滞納 

・国民健康保険の滞納 

・国民年金の滞納 

・介護保険料の滞納 

背景に家族の問題が 
・家族に障がい者（又は精神障がい

者）がいるが、必要な支援を受ける

方法が分からない。 

・家族にうつ症状・対人不安・パニック

障害・発達障害がある。 

・ＤＶ被害（家庭内暴力）がある。 

・ギャンブル・アルコール等依存症を抱

える家族がいる。 

・ひきこもり、 登校拒否等の家族が

いる。 

・認知症の家族を抱えている。 

・家族が生活費を入れない、または生

活費をあてにされている。 

よくある生活再生相談 
・多重債務で借金がふくれ、生活費が足りない。

・生活保護受給ができないと言われた。 

・就労が出来ず収入がない。 

・家賃が払えず、ホームレスになった。 

・電気・ガス・水道代などが支払えず、ライフライ

ンが止まりそう。 

・家賃が支払えず、退去命令がでている。 

・保護費を落として困っている。 

・仕事が決まったが、それまでの生活費が不足し

ている。 

・母子家庭で今の収入では生活費が足りない。 

・滞納や借金をまとめて返済して、月の支払を少

なくしたい。 

・子どもの入学金が足りない。 

・お金がなく、車税の支払いや車検が出来ず困

っている。 

・身内の冠婚葬祭のためのお金がない。 

・家賃が安いところに引越ししたいが引越しの

資金がない。 

背景には本人の精神的な課題など 
・面談をする中で、うつ症状や対人不安や発達障害

が見受けられる人 

・病気を抱えているが病院に通院できていないなど。

・家族との共依存関係など。 

・虐待、育児ノイローゼなど。 

・独居高齢者で支援が必要。 

・ギャンブル・アルコール依存 



■相談内容のうち家計相談支援で解決していく内容 

■家計相談支援が効果的な役割を果たすと思える事例 
以下のどれか一つでも該当すれば、効果的に作用すると思われる。 

① 多重債務若しくは過剰債務を抱え、返済が困難になっている人 

② 債務整理をした直後の人 

③ 収入よりも生活費が多くお金が不足がちで、借金に頼ったり、支払いを滞らせ困

窮状態に陥りそうになっている人 

④ 収入が少なかったり波があるが、生活保護の対象とならず、家計が厳しい状態の

人 

⑤ 家族で家計を話したことがなく、それぞれが勝手にお金を使っている人 

⑥ カードに頼って生活や買い物をしていくら借金があるのか把握していない人 

⑦ 収入はあるが、家賃をはじめ、水道光熱費、校納金、給食費、保育料などの滞納

を抱えていたり、税金などを延滞したりしている人 

⑧ 就労先が決まったが、収入が得られるまで時間がかかり、生活資金の貸付を予定

している。 

⑨ 生活保護受給者であるが就労収入や年金収入があり、保護費減額などにより収入

管理が難しい人。 

⑩ 児童扶養手当や年金の支給など月単位の収入ではなく２～４か月単位の収入があ

り、支出も月単位で変化があり、家計管理が難しい人。 

ただし、上記の状況の発生が病的な障害などに起因する場合や本人の管理能力のは

なはだしい欠如などにより発生していると思える場合、何らかの心理的背景があり家

計を維持したり管理すること自体を拒否されている場合などは、家計再生支援と同時

に、そもそもの課題を解決するための支援も同時に必要となる。 

それは、家計再生支援は本人の意思と本人の理解に基づき家計を再生することを支

援するというのが基本であるため、本人の能力が伴わない場合は別の方策を検討する

必要があるからである。

借金の問題

・住宅ローン、・自動車ローン、・学資ローンなどの債務

・クレジットの物品ローン、消費者金融からの債務など

借金以外のお金の問題

・税金の滞納   ・電気代、水道料金の滞納

・市営（町営）住宅の家賃滞納   ・保育料の滞納

・校納金の滞納   ・国民健康保険の滞納

・国民年金の滞納   ・介護保険料の滞納

家計収支の改善のために生活の見直し



家賃







家計診断と家計指導のすすめ方

①家計相談員は、相談者に寄り添い、相談者とともに１

ヶ月の家計表を作成する。

（家計表）

②家計表作成の過程で生活の実態や隠れている困窮の原

因、家計収支の偏りなどに相談者自身の気づきを促す。

（家計診断）（キャッシュフロー表）

③その結果、生活課題が相談者自身に見えてくる。課題

解決に向け相談員は、家計という側面から相談者のラ

イフプランをまとめ、家計をコントロールする指針を

示す。

（家計再生提案書）

④貸付が必要な場合は最小限の貸付を組み込む。滞納や

返済途上のものがあれば、それも組み込み家計の指針

を立てる。

⑤生活や家計が不安定な場合や厳しい家計内容の場合は、

別途こまかな家計管理や金銭管理の方法を教え、必要

に応じて家計相談を継続し、生活再生を応援する。













提案日 ２０１３年 ○月 ○日 

 ○○ ○○様  

提案者 グリーンコープ生活再生相談室  

 相談員 ○○ ○○     

このたび、○○様の家計表とイベント計画に基づき、家計の現状と今後の家計再生計画をご一

緒に検討し、別紙キャッシュフロー表として計画表を作成いたしました。 

ポイントは以下のとおりですので、実践的な家計の目標としてご提案申し上げます。 

現状の家計の問題点と、解決すべき課題 

・現在、月の家計収支が３．５万円の赤字である。 

・転職後の生活費不足を 7 年間も借金で補っていたため、サラ金等の残高は３４０万円、毎月の返

済金額が１２万７千円となって、家計を圧迫するようになった。 

・食費も節約しているが貯金はできず、今後の車検や子どもの進学に伴う支出を確保する見通しも

なく、カードによる支払いも出来ないため家計が全く回らない状況にある。

解決のための、家計方針 

・サラ金４社とキャッシングカードの合計３４０万円の債務は、法律家に相談し、任意整理等を行い、

毎月の返済額を減額する。（１２．７万⇒５万円） 

（自己破産や個人再生も考えられたが、ご本人の強い希望もあって任意整理を想定して家計診断

したところ、家計は成り立つことが分かった） 

・一方で、子どもさんの成長に伴って、基本生活費の食費や電気代、被服理容雑貨費、医療費等及

び学費は増加するため、予算内を目指して毎月金額を点検する。 

・また、冠婚葬祭費は予備費として積み立て、車の任意保険は加入をして保険料を毎月支払い、急

な出費に備える。 

・月７１００円程度の黒字は、必ず貯金してゆかないと、将来の展望が出ない。

改善後の家計の課題又は目標 

・２０１３年６月、８月、１１月、２０１４年１月と赤字になる月があるため特に注意し、前月の繰越金を

計画に沿って貯えて置くこと。 

・特に、クレジット返済が完済する２０１４年１月までは、繰越金が１０万円未満の月が多いため、支

出を予算内に納まるようにしっかり頑張ること。 

・２年後の高校進学時、５年後の高校入学と大学入学が重なる時期には、５０万・１００万円単位で

出費があり蓄えが一気になくなる現実である。そのため、積み立て貯金を行い、ボーナス時にゆ

るむ出費を抑えて、このキャッシュフロー表の残高を越える貯金額を目標とすること。

家計再生達成の目安 

・２０１５年３月末に５６万円以上の繰越金を確保できていれば、第一段階をクリアしたと言える。

○ 定期面談予定日       ２０１３年 ○月 ○日 （ ○曜 ）  ○時

定期面談時にご持参ください（家計に関するメモ、キャッシュフロー表、必要に応じて通帳等）
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